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Abstract: Since the vibrating film is used for a conventional microphone, the detectable frequency 
is restricted. Recently, the influence on the human body by the sound wave of low frequency or high 
frequency from various apparatuses or equipments has become a problem. It is necessary to detect 
the sound wave of such frequency. A new type of microphone by using self-coupling effect of 
semiconductor laser has been studied. It is called the laser microphone. This microphone consists of 
laser and a light reflector, and it is not necessary to post-process a signal. Difference in coherence 
reflects on the sensitivity of the laser microphone. Therefore spectrum of laser is measured. It is 
understood that the laser microphone becomes sensitive if coherence is better and light power is 





































トまでの距離を cm オーダーで測定する距離計の研究 2)、
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 2-1. 自己結合効果 








































 2-2 検出原理 
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図 1 自己結合効果 














 3-1 測定装置概要 






















合信号を LD 内蔵のフォトダイオード(以下、PD とする)
によって検出する。その後、I-V 変換回路、増幅回路、フ
ィルタ回路を通し FFT アナライザ(株式会社小野測器社
製 CF-5220)で測定する。光学系は LD と集光レンズから
なり、LD 及びレンズの固定と集光距離調節のために真鍮
製のシリンダで構成した。スピーカは Pioneer 社製














































 本研究で使用した LD の発振特性について説明する。
恒温層を用いて光スペクトラムアナライザで使用する
LD の発振特性を測定した。測定条件を図 5 に示す。





通して ADVANTEST 社製 Q8347 の最大分解能 1pm の光
スペクトラムアナライザで発振特性を測定した。 
図 3 測定装置概略図 
図 4(a) ハイパスフィルタ回路 
図 4(b) ローパスフィルタ回路 
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 Ⅰ) OPV310(VCSEL) 
 LD：OPV310(波長 850nm、出力 2mW)の 25℃時の発振











 図 6 は恒温層の設定温度を 25℃時の OPV310 の注入電
流を 8.5mA、10.5mA、11.5mA を相対値に直した発振特
性を示しており、本研究で使用した注入電流値となって
いる。グラフを見ると、注入電流 10.5mA は第 1 ピーク
に対して第 2 ピークが半分以上立っており注入電流
10.5mA ではレーザの単色性が良くない結果となった。




 Ⅱ) GH08360A2A(DFB) 
 LD：GH08360A2A(波長 830nm、出力 60mW)25℃時の












 図 7 は GH08360A2A の注入電流 40、50、60mA を相対
値に直した発振特性を示しており、本研究で使用した注
入電流値である。グラフより、注入電流 50mA は第 1 ピ
ークに対し第 2 ピーク、第 3 ピークと立っており単色性






 5-1 一般的な部屋における周波数特性(OPV310) 
 一般的な部屋(室内ノイズ 60dB以上)での周波数特性の












 Pioneer 社製の 2way スピーカを使用し、スピーカへの
入力電圧を 5V、レーザ光軸とスピーカの距離を 15cm、



















図 6 OPV310 発振特性 
図 5 測定条件 
図 7 GH08360A2A 発振特性 
図 8 測定条件 










 グラフをみると、注入電流 10.5mA は、他に比べて感
度があまり良くなく、検出範囲も狭くなっている。8.5mA
と 10.5mA を比べると、8.5mA の方が感度が良い結果と










 5-2 一般的な部屋における周波数特性(GH08360) 
 図 8 の測定条件と同じにしてスピーカと LD をそれぞ
れ BOSE 社製 DS16S、GH08360A2A に変え、騒音計及び
GH08360A2A のレーザマイクロホンの音波検出の測定結





































































 今回使用した OPV310 と GH08360A2A を比較する。両
LDの光パワーを見ると、OPV310は 1.9mW、GH08360A2A
は 20.5mW となっており光パワーでは GH08360A2A の方
図 10 GH08360A2A 周波数特性 
図 12 GH08360A2A 周波数特性(カットオフ 40kHz) 
図 11 ローパスフィルタ回路(20kHz) 
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感度が 24kHz で約 40dB 出ているため、24kHz 以上の高
周波を検出することが可能であると考えられる。 
 








点距離 60mm)、スリットは隙間幅 2mm のものを作り、
LD は GH08360A2A(注入電流 60mA)を使用してスピーカ
は BOSE 社製 DS16S でスピーカ入力電圧を 5V、反射板
からレーザまでを 15cm、レーザ光軸からスピーカまでを
15cm に設定し、ファンクションジェネレータより周波数
















































 今後の課題として単色性が良く高いパワーの LD の選
定及び測定・比較を行う。また 25kHz 以上の音源の製作
を行い、ビーム径の向きの違いによる音波検出の測定、
回路の S/N 比の改善などの必要があると考えられる。 
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図 13 測定条件 
図 14 測定条件(スリット付、レンズ大) 
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